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(57)【要約】
【課題】摩耗が少なく、歯車をピストンロッドから簡単
に離脱できる物質を収容する容器のための絞り出し装置
を得る。
【解決手段】少なくとも１個のピストンロッド１６の長
手軸線に沿って歯形輪郭１７を設け、少なくとも１個の
ピストンロッド１６のための駆動ユニット２１に、駆動
装置２２と、駆動装置２２によって駆動され、少なくと
も１個のピストンロッド１６の歯形輪郭１７に噛み合う
少なくとも１個の歯車２４を備え、少なくとも１個の歯
車２４を、少なくとも１個のピストンロッド１６の歯形
輪郭１７に噛合する第１位置から、少なくとも１個のピ
ストンロッド１６の歯形輪郭１７から離脱した位置に変
位可能とする。好適には、少なくとも１個の歯車２４を
有する駆動ユニット２１を、少なくとも１個のピストン
ロッド１６の歯形輪郭１７から歯車２４を係脱するよう
変位可能とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　
　ピストンロッドの長手軸線に沿って歯形輪郭（１７）を設けた、少なくとも１個のピス
トンロッド（１６）と、
　この少なくとも１個のピストンロッド（１６）のための駆動ユニット（２１；４１）で
あって、駆動装置（２２）、およびこの駆動装置（２２）によって駆動され、前記少なく
とも１個のピストンロッド（１６）の歯形輪郭（１７）に噛み合う少なくとも１個の歯車
（２４；４４）を有する該駆動ユニット（２１；４１）と
備えた、物質を収容する容器（１２）のための絞り出し装置において、
　前記少なくとも１個の歯車（２４；４４）を、前記少なくとも１個のピストンロッド（
１６）の歯形輪郭（１７）に噛合する第１位置から、前記少なくとも１個のピストンロッ
ド（１６）の歯形輪郭（１７）から離脱した位置に変位可能に構成したことを特徴とする
絞り出し装置。
【請求項２】
　請求項１記載の装置において、前記少なくとも１個の歯車（２４；４４）を有する前記
駆動ユニット（２１；４１）を、少なくとも１個のピストンロッド（１６）の歯形輪郭（
１７）から歯車（２４）を係脱するよう変位可能に構成した絞り出し装置。
【請求項３】
　請求項２記載の装置において、前記駆動ユニット（２１）に、歯車（２４）の回転軸線
（２５）に平行に延在する回動軸（２６）を設け、この回動軸（２６）を中心として前記
駆動ユニット（２１）を回動するよう構成した絞り出し装置。
【請求項４】
　請求項１または２記載の装置において、前記少なくとも１個の歯車（４４）を、歯車（
４４）の回転軸線（４５）に沿って軸線方向に変位可能に構成した絞り出し装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の装置において、前記少なくとも１個の歯車（２４
；４４）を変位させる操作素子（２８；４８）を設けた絞り出し装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の装置において、前記少なくとも１個の歯車（２４
；４４）を、ばね素子（２９；４９）のばね力に抗して変位可能に構成した絞り出し装置
。
【請求項７】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の装置において、前記少なくとも１個の歯車（２４
；４４）を前記ピストンロッド（１６）から離脱した位置においてロック解除可能にロッ
クする係止レバー（３０；５０）を設けた絞り出し装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、物質を収容する容器のための絞り出し装置に関する。この絞り出し装置は、
ピストンロッドの長手軸線に沿って歯形輪郭を設けた少なくとも１個のピストンロッドと
、この少なくとも１個のピストンロッドのための駆動ユニットとを備え、この駆動ユニッ
トは、駆動装置、および、この駆動装置によって駆動され、少なくとも１個のピストンロ
ッドの歯形輪郭に噛み合う少なくとも１個の歯車を有するものとする。
【背景技術】
【０００２】
　この種の絞り出し装置は、ギアラック式ディスペンサとも称され、例えばフォイルバッ
グまたはカートリッジなどの容器内に収容した物質を塗布部位に吐出する。これらの絞り
出し装置は、例えばモルタル材またはシーリング材など様々な種類の物質を吐出すること
に適する。駆動装置を操作することにより、少なくとも１個のピストンロッドを所定の範
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囲だけ摺動変位し、この際ピストンロッドに設けた押圧ディスクによって物質を押圧して
、中に存在する物質を適切な量だけヘッド部材における吐出口から吐出する。絞り出した
容器を交換するためにはピストンロッドを後方に引き、これにより絞り出し装置に設置し
た容器を取り出し、別の容器に交換する必要がある。
【０００３】
　特許文献１（独国特許出願公開第２２２７９３０号）には、この種の絞り出し装置が記
載されている。この絞り出し装置は、ピストンロッドの長手軸線に沿って歯形輪郭を設け
た少なくとも１個のピストンロッドと、この少なくとも１個のピストンロッドを駆動する
ため、駆動装置としてのモータ、および伝動装置、ならびに駆動装置によって駆動され、
少なくとも１個のピストンロッドの歯形輪郭に噛合する歯車とを有する駆動ユニットを備
える。モータの極性を反転することにより、前方に変位したピストンロッドを後方の開始
位置に復帰させ、この開始位置において、装填した容器を取り出して新たな容器を装填す
ることができる。
【０００４】
　既知の技術には、ピストンロッドを開始位置に復帰させるのに時間がかかるという欠点
がある。
【０００５】
　特許文献２（独国特許出願公開第３５３５２２９号）には、この種の絞り出し装置が記
載されている。この絞り出し装置では、ピストンロッドの歯形輪郭を、ピストンロッドを
長手軸線の周りに軸線方向に回動することにより歯車との噛合から外すことができ、これ
により、ピストンロッドは自由に摺動変位できる。
【０００６】
　この既知の技術は、ピストンロッドを歯車から離脱しにくく、離脱の際に高い摩耗を伴
うという欠点を有する。
【特許文献１】独国特許出願公開第２２２７９３０号明細書
【特許文献２】独国特許出願公開第３５３５２２９号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の課題は、摩耗が少なく、歯車をピストンロッドから簡単に離脱できるこの種の
絞り出し装置を得ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この課題は、本発明特許請求の範囲における独立項の後段に記載の特徴により解決する
。その他の好適な実施の形態を従属項に記載する。
【０００９】
　本発明によれば、少なくとも１個の歯車を、少なくとも１個のピストンロッドの歯形輪
郭に噛合する第１位置から、少なくとも１個のピストンロッドの歯形輪郭から離脱した位
置に変位可能に構成する。
【発明の効果】
【００１０】
　駆動装置から少なくとも１個のピストンロッドに作用する駆動連鎖を、少なくとも１個
の歯車を変位させることにより中断し、これにより少なくとも１個のピストンロッドを自
由に摺動変位することができる。歯車を変位するため、係脱する際の駆動連鎖の摩耗を例
えば特許文献２に記載のこの種の絞り出し装置と比較して著しく減少できる。この場合、
少なくとも１個のピストンロッドの歯形輪郭に噛合する歯車と、少なくとも１個のピスト
ンロッドとの間で強制押し付け力が発生しない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　好適には、少なくとも１個の歯車を有する駆動ユニットを、少なくとも１個のピストン
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ロッドの歯形輪郭から歯車を係脱するために変位可能に構成し、これにより絞り出し装置
を簡単に操作できることを保証する。駆動装置から少なくとも１個のピストンロッドに作
用する駆動連鎖を、駆動ユニット全体を変位することにより中断することにより、少なく
とも１個のピストンロッドを自由に摺動変位できる。
【００１２】
　好適には、駆動ユニットに、歯車の回転軸線に平行に延在する回動軸を設け、この回動
軸を中心として、少なくとも１個の歯車を有する駆動ユニットを回動する構成とする。回
動軸は、好適には絞り出し装置の絞り出し方向に直交するように指向させる。歯車を有す
る駆動ユニット全体を、回動軸の周りに回動させることにより、歯車は少なくとも１個の
ピストンロッドの歯形輪郭から離脱する。これにより、少なくとも１個のピストンロッド
は自由に摺動変位することができ、簡単に前方または後方に変位できる。その後、駆動ユ
ニットを、歯車を少なくとも１個のピストンロッドから離脱するための回動方向とは反対
方向に回転することにより、歯車を少なくとも１個のピストンロッドの歯形輪郭に再び噛
合させる。歯車を少なくとも１個のピストンロッドの歯形輪郭に対して内方または外方に
回動させて係脱することにより、噛合または離脱する際にこれら２個の部材が摩耗しない
。これは、好適には先細に延在させた歯車の歯頂およびピストンロッドの歯形輪郭が、回
動する際に自動的に噛合するためである。
【００１３】
　本発明の他の実施形態においては、少なくとも１個の歯車を、歯車の回転軸線に沿って
軸線方向に変位可能な構成とする。好適には、少なくとも１個の歯車を歯形輪郭の長手軸
線に直交するように軸線方向に摺動する。駆動ユニットがこの位置にある場合、少なくと
も１個のピストンロッドは自由に摺動変位でき、簡単に後方または前方に変位できる。例
えば少なくとも１個の歯車を、レバーによって、歯車の回転軸の方向に延在する歯車のシ
ャフトに沿って摺動させる。この際、この種のシャフトを必ずしも直線的に延在しなくて
もよいものとする。
【００１４】
　好適な実施例において、少なくとも１個の歯車を有する駆動ユニットを、少なくとも１
個のピストンロッドの歯形輪郭から少なくとも１個の歯車を離脱するために軸線方向に変
位可能とする。
【００１５】
　好適には、少なくとも１個の歯車を変位するために操作素子を設け、これにより少なく
とも１個の歯車を使用者が簡単に変位できる。この方法により、少なくとも１個の歯車を
有する駆動ユニットを変位可能とした好適な実施例においても、使用者が歯車を簡単に変
位できる。
【００１６】
　例えば回転可能に変位できる駆動ユニットにおいて、駆動ユニットのハウジングに、駆
動ユニットの回動軸に沿って延在するノブとして構成した突起を設ける。この突起を例え
ば手動で操作可能とすることにより使用者が絞り出し装置を、操作素子を操作する方の手
で保持し続け、他方の手で自由に移動できるようになった少なくとも１個のピストンロッ
ドの位置決めをできる。
【００１７】
　軸線方向に変位可能な少なくとも１個の歯車に例えば傾動レバーを設け、この傾動レバ
ーを手動で操作する際に少なくとも１個の歯車を軸線方向に変位し、これにより歯車を少
なくとも１個のピストンロッドの歯形輪郭から離脱する。この実施例においても、使用者
が絞り出し装置を、操作素子を操作する方の手で保持し続け、他方の手で自由に移動でき
る少なくとも１個のピストンロッドの位置決めをできる。
【００１８】
　好適には、少なくとも１個の歯車をばね素子のばね力に抗して変位できるものとし、変
位後にばね素子によって、少なくとも１個の歯車は少なくとも１個のピストンロッドの歯
形輪郭に噛合する位置に復帰させられる。回転可能に変位できる駆動ユニットでは、ばね
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素子を例えばねじりコイルばねとして構成する。軸線方向に変位可能な歯車または少なく
とも１個の歯車を有する軸線方向に変位可能な駆動ユニットでは、ばね素子を例えば、コ
イルばねなどとして構成した引張ばねとする。
【００１９】
　好適には、少なくとも１個の歯車をピストンロッドから離脱した位置で保持するための
係止レバーを設ける。係止レバーによって少なくとも１個の歯車を、離脱した位置に機械
的に係止することにより、使用者が少なくとも１個の歯車を直接的にも間接的にも、離脱
した位置において絞り出し装置全体を操作するために保持する必要がない。係止レバーを
例えば絞り出し装置の外側ハウジングに設け、係止位置において、適合するように構成し
た歯車の凹所または、変位可能な駆動ユニットの場合は適合するように構成した、駆動ユ
ニットまたはハウジング部材における凹所に係合するようにする。
【００２０】
　次に、図面につき本発明の好適な実施例を説明する。原則として、図面において同一部
分は同一符号で示す。
【実施例１】
【００２１】
　以下に記載する図の説明は、それぞれ少なくとも１個の歯車を有する変位可能な駆動ユ
ニットに関する。少なくとも１個の歯車が、少なくとも１個のピストンロッドの歯形輪郭
に連結した第１位置から、少なくとも１個のピストンロッドの歯形輪郭から離脱した位置
に変位可能とした絞り出し装置を、以下の実施例に関連して説明する。
【００２２】
　図１～３に示す絞り出し装置１１は、容器１２から物質を絞り出す作用を行い、この容
器１２は絞り出し装置１１の収容空間１３に交換可能に配置する。絞り出し装置１１は、
２個のピストンロッド１６を有し、このピストンロッド１６の長手軸線に沿って歯形輪郭
１７をそれぞれ設ける。２個のピストンロッド１６の歯形輪郭１７を互いに対向させて設
ける。絞り出し装置１１は、さらにピストンロッド１６のための駆動ユニット２１を有し
、この駆動ユニット２１は駆動装置２２としての電動モータ、伝達歯車装置２３および、
駆動装置２２によって駆動する２個の、互いにかつピストンロッド１６の歯形輪郭に噛合
する歯車２４を備える。
【００２３】
　駆動ユニット２１に、歯車２４の回転軸２５に平行に延在する回動軸２６を設け、この
回動軸２６によって歯車２４を有する駆動ユニット２１を矢印３１の方向に回動する。駆
動ユニット２１をハウジング２７内に備え、このハウジング２７に操作素子２８として、
回動軸２６に沿って延在しグリップとして構成した突出部を、駆動ユニット２１をばね素
子２９のばね力に抗して回転可能に変位するために設ける。ばね素子２９をねじりコイル
ばねとして構成する。ハウジング部分２０の凹所に係合した係止状態において、この係止
レバー３０によって駆動ユニット２１をピストンロッド１６から離脱した位置にロックす
ることができる。係止レバー３０を変位することによりロックを解除した後には、ばね素
子２９のばね力によって駆動ユニット２１は、歯車２４がピストンロッド１６の歯形輪郭
１７に再び噛合する位置に強制的に復帰させられる。離脱した駆動ユニット２１を噛合位
置に手動で復帰させるためには、駆動ユニット２１を自身の回動軸２６を中心として矢印
３１とは逆方向に回転し、歯車２４をピストンロッド１６の歯形輪郭１７に再び噛合させ
る。
【実施例２】
【００２４】
　図４には、絞り出し装置３１を部分的に示す。この絞り出し装置３１では、歯車４４を
備えた駆動ユニット４１を、歯車４４をピストンロッド１６の歯形輪郭１７から離脱する
ために、歯車４４の回転軸線４５に沿って矢印５１の方向に軸線方向変位できるものとす
る。駆動ユニット４１のハウジング４７には、駆動ユニット４１を軸線方向に変位するた
めの操作素子４８設ける。さらにばね素子４９としてコイルばねを設け、このばね素子４
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において駆動ユニット４１とハウジング部分４０との間の隙間に挿入し、この係止レバー
５０によって、駆動ユニット４１をピストンロッド１６から離脱した位置においてロック
解除可能にロックできるものとする。係止レバー５０を取り外し、駆動ユニット４１を矢
印５１とは反対方向に軸線方向変位させることにより、歯車４４を再びピストンロッド１
６の歯形輪郭１７に噛合する状態にする。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の絞り出し装置の第１実施例における平面図である。
【図２】離脱した駆動ユニットの詳細を示す平面図である。
【図３】図２に示す駆動ユニットの、一部断面とする側面図である。
【図４】本発明の絞り出し装置の第２実施例における、離脱した駆動ユニットの側面図で
ある。
【符号の説明】
【００２６】
　１１　絞り出し装置
　１２　容器
　１３　収容空間
　１６　ピストンロッド
　１７　歯形輪郭
　２０　ハウジング部分
　２１　駆動ユニット
　２２　駆動装置
　２３　伝達歯車装置
　２４　歯車
　２５　回転軸
　２６　回動軸
　２７　ハウジング
　２８　操作素子
　２９　ばね力
　３０　係止レバー
　３１　矢印
　４０　ハウジング部分
　４１　駆動ユニット
　４４　歯車
　４５　回転軸線
　４７　ハウジング
　４８　操作素子
　４９　ばね素子　
　５０　係止レバー
　５１　矢印
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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